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エネルギーハーベスティング無線スイッチ及びセンサーの国際的な通信
技術の普及を目指すEnOceanアライアンスは今年で設立後 11年と
なりました。インターネットに接続されるスイッチやセンサーが多くなる
につれ、エネルギーハーベスティング無線スイッチ及びセンサーの重要
性が増しています。以前のEnOceanアライアンスはスイッチやセンサー
メーカとビルオートメーション関係企業が中心でしたが、この数年はク
ラウドサービスあるいはAI（人工知能）による質問応答システム・意
思決定支援システムソリューションを提供する企業などの加入も増え、
EnOceanアライアンスのメンバーは400社を超えるようになりました。

EnOceanアライアンス設立の目的はインテリジェントで持続可能なビ
ルディングのための自律型無線ソリューションの標準化とその普及を目
指すことです。EnOceanアライアンスはエネルギーハーベスティング
無線スイッチ及びセンサーの通信技術を IEC / ISO 14543-3-10 / 
11として国際的なオープンスタンダードとしました。また、複数の技術
仕様を作成し制定することにより、EnOceanアライアンスのメンバー
企業から何千もの相互運用可能な製品が開発されリリースされるように
なりました。結果的に、全世界で100万棟以上のビルディングに設置
され使用されています。私たちの仕様を導入した製品の使用により、大
幅な設置導入時間とテラワットという途方も無いエネルギーを削減でき
たほか、地球を何周にも亘る配線の削減に貢献しています。

現在すでに私達はモノのインターネットの世界にいます。ビルオートメー
ション以外に一般家庭、工場、交通インフラ、村や町といった地域、
ありとあらゆるところに、ここ数年あるいは10年以内には何百億ある
いは何十兆個のスイッチやセンサーがインターネットに接続されると言
われています。この場合、スイッチやセンサーへの電力供給方法として、
今までの通りに有線方式や電池の使用もありますが、配線が不要かつ
電池交換不要の自律型無線方式すなわちエネルギーハーベスティング
無線スイッチ及びセンサーが切望されています。一方、西欧社会と特に
日本は高齢化社会が進んでいます。現時点で一般家庭で使用されてい
る電池駆動のスイッチやセンサーあるいはリモコンの数は比較的少ない
かも知れませんが、家中の窓やドア、家電製品などにスイッチやセンサー
が付き、数十個あるいは何百個となった場合、またその電池がコイン
電池のような場合、高齢者にとって電池交換は容易なものではありませ
ん。このようなケースに電池交換不要のスイッチやセンサー利用の必然
性があります。

私達は、今まで通りIoTやクラウドベースのスマートかつコグニティブ
ビルディングの向けのEnOcean over IPソリューションや先進的なコ
ミッショング手法とセキュリティの強化などの規格の開発と改善を続け
ています。また、同時にスマートハウス、スマートシティー、スマートファ
クトリー分野のエネルギーハーベスティング無線スイッチ及びセンサー
の普及も進めていきます。ビルオートメーションで培った技術がスマー
トハウス、スマートシティー、スマートファクトリーなどの分野へも展開
され、実際に普及が進んでいるためです。 

今までのEnOceanアライアンスの構成メンバーはスイッチやセンサー
メーカとビルオートメーション関係企業が中心でしたが、展開分野が
拡がり、この数年はクラウドサービスあるいはAI（人工知能）による
質問応答システム・意思決定支援システムソリューションを提供する企
業などの加入も増えています。IBM社、マイクロソフト社、NTTコミュ
ニケーションズ㈱などもここ1～ 2年の間に加盟なされました。現在
時点でEnOceanアライアンスのメンバーは400 社を超えるようにな
りました。

私はこの革新的なアライアンスに参加していることを大変誇りに思って
います。400以上のメンバー企業・団体であるパートナー全員に感謝し、
一緒にエネルギーハーベスティング無線スイッチ及びセンサービジネス
のエキサイティングかつ更なる飛躍を楽しみにしています。

エネルギーハーベスティング無線スイッチ及びセンサーの 
重要性とEnOcean アライアンスの拡大

グラハム マーティン  
EnOcean アライアンス CEO 兼会長

（ISH 2019 フランクフルト）
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これは一郎と彼の友達のドルフィンです。
ママ！

新しいゲーム機買って！
一生のお願いだ！

買わないわよ。
勉強サボってるの
知ってんだから。

あら…あのメロン泥棒ま
だ捕まっていないのね。
農家の方々困るわよね。

というわけで、メロン泥棒を
捕まえて、報奨金でゲーム機を

買うことにした！

それなら、
いい考えがある。

えへへへ！
うまそうな
メロンだ！

ピカーそこまでだ！

え？
な…
なんで見
つかった
んだ？！

ある少年が通報して
くれてな。

さあ、ついて来い。

その夜…

警察署にて

よく連絡してくれた！
だけど、なんで泥棒が
いるのわかったんだ？

へへ、実は…

メロン畑に人
感センサを
つけたんだ！

人が来ると無
線で信号が送
られて…

ルータ経由
で警察署に
アラート
通知が送ら
れる。

警察署

しかも、センサに
小さなソーラーパネルが
ついてて、電池も配線も
いらないんだ！

エネルギーハーベスティ
ング無線技術って
言うんだよ！

本当によくやった。
約束の報奨金は…

これで、
ゲーム機…

お母様に渡します。
まだ未成年なので。

いいわね。
丁度新しい
服買いた
かったわ。

ひどすぎる！

ああ、
終わった…

困った時にドルフィン
は一郎を魔法で
助けてくれます。

すごい。
魔法みたいだ。

五万円
報奨金
メロン泥棒

報奨金
5万円…？

ENOCEAN 魔法のセンサー
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EnOceanアライアンスの日本での活動開始は2012 年です。早いも
ので7年経過しました。EnOceanの最初の日本向け製品は米国と同
じ中心周波数が315MHz 対応のものでした。日本と米国では使用で
きる無線周波数帯が完全には一致しておらず、日本では315MHzが
使用できるぎりぎりの周波数であったため意図的に無線特性出力を低
下させる必要があり、また315MHz 帯の場合アンテナが大きくなって
しまうことなどより、日本国内でスイッチやセンサーなどを製造するメー
カはほとんどありませんでした。当時、EnOceanアライアンスの日本
メンバーはParticipant1 社、Associateメンバー２社でした。当然の
ことながら日本国内でEnOceanの知名度は低いものでした。

その後、900MHz 帯の周波数の再編成により日本でもサブGHzが使
用できるようになり928MHzデバイスの開発を行いました。無線特性
が良好かつ使い勝手の良い928MHzデバイスの供給により漸く国内
でもスイッチ、センサー、ゲートウェイ、リレースイッチなどが徐々に製

造・販売されるようになり、同時に採用事例も増え、特にここ数年、
新しい製品・ソリューションが目まぐるしく増えるようになりました。同
時に、エネルギーハーベスティング無線スイッチ・センサーと言えば、
EnOceanであると認知されるようになってきました。

日本市場で受け入れられるようになった背景にはEnOceanモジュー
ルをもとにEnOceanアライア
ンスのメンバーが製造なされた
製品の信頼性が高く、そしてソ
リューションとしても通常の電池
駆動やラインパワー製品によるソ
リューションとの差別化が明確
であり、かつ安心して使用でき
ることが大きな理由であると思い
ます。

日本でのEnOceanアライアンスの活動としては、4月と11月の年 2
回のアライアンス日本イベントの開催、展示会でのメンバー製品・ソ
リューションの紹介、EnOceanアライアンスジャーナルの発刊など
です。

EnOceanアライアンス日本イベントでは、ワールドワイドでの
EnOcean 関連のビジネスの状況、TWG(テクニカルワーキンググルー
プ )での新しい技術テーマ・プログラムに関する情報のほか、CES, 
Light+Building/ISH, AHR, Lightfair 等の世界の主要な展示会での
EnOceanアライアンス及びメンバーによる出展状況及びそれぞれの展
示会での反響、海外でのホットな話題について知ることができます。そ
して日本のメンバーを中心にした新しい製品、ソリューションやケース
スタディーの情報入手もできます。イベントにはほぼ全メンバーが出席
なされますので、効率良くビジネスに関し相談ができます。もちろん、
通常面談が難しい企業間同士でも話し合うこともできます。イベントの
合間や会食中にネットワーキングを深めることも可能です。日本では今
後も最重要イベントとして開催を継続して行きます。

EnOceanアライアンスイベント開催以外に、2019 年 4月には
EnOcean GmbHと共同で、IoT/M2M展 ( 東京ビッグサイト)を出
展しました。ローム㈱より“振動センサー”と“CTセンサー”、ワッティー
㈱より “ワイヤレス温度センサー”、GRE Alpha ㈱より “照明及びモー
ター電源制御用システム”、カマルク特定研究所㈱からは遠隔地に設置
したEnOceanセンサーからのデータをもとに “3D 対応の見える化”
を容易に行えるソリューションのデモを行ってもらいました。準備した
資料約 700部が 1日半でなくなってしまうほど盛況でした ( 資料の補
充にてんてこ舞いするほどでした )。

日本のメンバーのスイッチやセンサー及びソリューションについて、海外
からの問い合わせが増えています。今後は国内のみならず海外へもメン
バーの皆様の製品・ソリューションを紹介する活動も展開して行きたい
と考えております。

今後とも皆様のご協力をお願い致します。

EnOceanアライアンス　副会長　アジア担当　板垣一美

EnOcean アライアンスの 
日本での活動について

EnOcean アライアンス日本イベント開催状況

EnOcean アライアンス　ニュース＆サービス 05



EnOcean 規格の	
技術仕様について

EnOcean アライアンスが設立されたのは 11 年前になります。設立以降、EnOcean アライ
アンスと EnOcean アライアンスのテクニカルワーキンググループ（TWG）は、アライアン
スメンバーからの相互運用可能な製品の開発を目的に EnOcean 規格の強化と改善を行い技
術仕様書を作成しました。この仕様書はコグニティブビルディングや IoT 分野におけて将来
必要とされるソリューションのための標準化された強力なツールです。技術仕様の詳細につ
いては、www.enocean-allinace.org/what-is-enocean/specifications をご覧ください。
Digital Concepts GmbH オペレーション＆プロジェクトディレクター 兼 EnOceanアライアンス テクニカルワーキンググループリーダー 	
ノベルト メッツナー
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通信プロファイル – EEP
EEP(EnOcean	Equipment	Profiles) は、
異なる製造メーカの製品が互いにシームレス
に通信できるようにするための一般的なデバイ
スプロトコルです。	EEPは EnOcean	アライ
アンスによって定義されたアプリケーション層
であり、EnOcean 規格 ISO	/	 IEC	14543-
3-10/11の物理層、データリンク層、および
ネットワーク層に追加されるものです。

通信プロファイル – GP
GP(Generic	Profi	le)はEEPから進化したプ
ロトコルです。EnOcean 規格に基づくデータ
通信の一般的な規則をアプリケーションとは
独立して記述したものです。	GPは、超低消
費電力およびエネルギーハーベスティング無
線通信のためのデータ符号化のすべてのオプ
ションに対する文法規則を定義しています。こ
のGP使い方によっては、同じ製品を異なる
アプリケーションに動的にマッピングできるよ
うになります。

EnOcean over IP
EnOcean	over	IPは、定義されたプロファイル
（EEPまたはGP）の IP抽象化を生成するた
めの規則を提供します。これにより、EnOcean
通信と標準化された IP化技術とのマッピング
が可能になります。	IPゲートウェイの製造メー
カおよびユーザーを対象とし、JSON形式の
データを含む汎用のREST-API を提供しま
す *。したがって、EnOcean 無線規格を IoT
プラットフォームと接続することでモノのイン
ターネットでのシームレスな通信が可能になり
ます。	TWGは現在、このプロセスをさらに簡
素化するために、第2世代のEnOcean	over	
IP 仕様作成に取り組んでいます。

リモートマネージメントと
リモートコミッショニング
この仕様はコミッショニングツールを含む
EnOcean 無線規格に準拠した EnOcean
ベースのデバイスのリモートアクセス、設定、
およびパラメータ化され統一された手順に関
する基本的な規則を定義しています。これに
より、ビルオートメーションネットワークの制
御と設定が最適化されると同時に、大幅に
簡素化されます。また、さまざまなメーカの
EnOceanベースのデバイスの相互運用性が
保証されます。現在、TWGは、リピーター
を介したリモートコミッショニング、セキュリ
ティー、および双方向通信など、第 2世代の
仕様作成に取り組んでいます。

プロダクト ID とラベル
プロダクトIDはエンドデバイスとその特定の
特性を識別するためのものです。この独自の
参照により、ユーザーはネットワーク内の特
定のデバイスを明確に識別でき、デバイスの
全機能を説明する電子データにアクセスでき
ます。プロダクトIDをコミッションニングツー
ルに入力することにより、必要なすべてのデバ
イス情報を自動的に提供することもできます。

デバイス記述ファイル
この標準化された電子データシートには、デ
バイスの機能とそのデバイスのリモートコミッ
ショニング機能についての詳細が記載されて
います。これには、サポートされているEEP
またはGP情報、特定の機能、動作モード、
およびパラメータ設定の要件が含まれます。

セキュリティ
この仕様では EnOcean 規格を使用するエ
ネルギーハーベスティング無線デバイスのセ
キュリティの概念について説明しています。こ
れには、固有の32あるいは48ビット識別
番号（ID）などの基本的なセキュリティ機能
と、最大 24ビットのローリングコード（RC）
やAES	128 暗号化アルゴリズムなどの最新
の高度な暗号化が含まれます。したがって、
EnOceanネットワーク内の通信は、リプレイ
攻撃、メッセージの偽造、および盗聴攻撃か
ら防御が可能です。

スマートアクノレッジ（スマートアック）
スマートアックの仕様によりエネルギーハーベ
スティング無線センサーとアクチュエーターや
ゲートウェイの間での双方向通信が可能にな
ります。センサーはデータ送信後、アクチュエー
ターやゲートウェイからのデータを受信し制
御システムと対話することができます。エネル
ギーハーベスティング無線センサーあるいはア
クチュエーターはコマンド・設定情報を受信
したり受信が正しく情報を受け取れたかどう
かを確認することができます。

www.enocean-alliance.org

*		REST(Representational	 State	 Transfer)	 JSON	

(Java	132	Script	Object	Notation)	API	(Application	

Programming	Interface)
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EnOceanアライアンスのメンバーとって
製品認証は不可欠です。製品認定シール
は EnOcean 関連デバイス間でのシーム
レスなコミュニケーションの保証を意味し
EnOceanベースのソリューションをユーザー
が決定するための重要な指標です。一方、
製品認定を受けたメーカは、EnOceanアラ
イアンスのロゴの使用の他、認定製品の拡
販のためのEnOceanアライアンスHPへの
製品の掲示の他、EnOceanアライアンスで
行われるプロモーション活動を活用できます。
これまでに、私達のプロモーター会員および
正会員メンバーより600以上の製品（2018
年 11月時点）が認証されデータベースに掲
載されています。また、認証製品の数は日々
増えています。

2 つの認証レベル
基本的に製品認証は無償の自己認証プロセ
スで行います。認証プロセスの実行にあたり
追加の開発作業は不要です。また、製品の
市場でのリリース時期によって、2つの認証
レベルがあります。

■		認証レベル 2.0は、2017 年 12月まで
にリリースされたレガシー製品にのみ適用
されます。まだ行っていない場合でも、メ
ンバーはレガシー製品を簡単に認証でき
ます。認定レベル2.0には締め切り日は
ありません。

■		認定レベル 3.0は、2018 年からリリー
スされるすべての新製品に必須です。これ
には、現場での設置・運用時、問題が起
こることの無いように、適切な無線通信
範囲を確保できていることを確認するため
の無線特性認定と運用互換性が確保でき
ていることを保証するためのプロファイル
認定が追加されています。さらに、エネル
ギーハーベスティングシステムとしての製
品仕様及びそのエネルギー収支管理が合
致しているかどうかのエネルギーハーベス
ティング仕様も含まれています。このよう
な追加確認・認定項目は、これまで以上
に相互運用互換性と信頼性の向上をもた
らし、ユーザーに安心して採用・使用し
て頂けることに繋がります。

何故 EnOceanアライアンスの

製品認証は必要か？

昨年、EnOcean アライアンスは EnOcean 規格に基づく全ての機器の
相互運用互換性を最大限に高めるために認証プログラムの運用を開始しました。

認証プログラムは EnOcean アライアンスメンバーの製品に信頼性と品質を
保証するためのもので、認定製品には認定ラベルが付与されます。
また、 2018 年 7 月 1 日より EnOcean アライアンスの HP には

認定製品が掲示されています。EnOcean アライアンスの認定製品の
データベースの閲覧により、センサー・スイッチ・ゲートウェイなどの

デバイス選定を効率的に行うことができます。
EnOceanアライアンス	認証マネージャー	アーミン	ぺルカ

認証プロセスのすべてのステップはwww.enocean-alliance.org/products/how-to-certify-a-productにあります。今すぐ皆様の製品
の認証を始めましょう。
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アライアンスのメンバー

正会員

…更に200以上の準会員。

アライアンスメンバー一覧
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エネルギーハーベスティング
無線コンタクトスイッチのバックルへの応用
株式会社ニフコはエネルギーハーベスター eco 200 と無線送信モジュール PTM 430J を配送荷物の固定に使
用するバックルを開発しました。バックルの動作時、自動的にバックルの開閉状態を無線送信します。受信機は
バックルからの開閉状態のデータと GSP の位置データと統合し、配送品が正しい届け先に配送されたかどうか
の確認を行うソリューションです。顧客での運用も始まりました。バックルは電池不要のための電池交換用開閉
蓋を必要とせず、完全封止構造にすることができ、水の侵入及び埃の浸入を防ぎ、屋外での使用も可能です。

エネルギーハーベスティング無線スイッチのバックルへの応用
株式会社ニフコが開発したのはEnOcean 社
の eco	200とPTM	430Jを内部に封入し
たバックルで、開け閉め時 eco	200が動作
し無線送信されます。開け閉めの状態はサブ

テレグラムデータで判別できます。エネルギー
ハーベスティングシステムのため電池交換は
不要であり電池交換に必要な蓋の開閉構造も
不必要で完全防水・防塵構造にすることがで

きました。また、乱暴な取り扱いや落下など
にも十分耐えられる構造になっています。

株式会社ニフコは様々な身の回りの製品を提供しています。バックパック、鞄などのバックルの製品もその１つです。バックルの用途はリックなどの
日用品から電車内でのスーツケースの固定、荷物搬送での荷物の固定などに使用されています。

バックル閉状態

GPS機能付きゲートウェイ バックル装着 バックル装着

バックル開状態

GSPデータとの統合による配送管理システム
エネルギーハーベスティング無線通信技術の
採用は、電池によるソリューションと比べ、封
止構造とすることが可能なため耐防水あるい
は耐塵性を確保ことができ、バックル自身の
メンテナンスも不要です。また、サブギガヘル
ツ帯を使用しているためバックルと受信ゲート

ウェイー間の直線上に障害物があっても通信
特性を担保することができます。

株式会社ニフコにとって、今回のエネルギー
ハーベスティング無線通信技術によるバック
ルへの応用は最初の取り組みでした。今後も

様々なユニークな製品への展開を行っていき
ます。

www.nifco.com
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現状のライフログ取得向けセンサー
通常、人が立った状態あるいは横になったり
倒れている場合の活動量を知るには人体また
は人体の必要部分に加速度センサーなどのセ
ンサーを取り付け必要があります。カメラによ

り活動状況を把握する方法もありますが、機
材そのものが高価であり取り付け作業も容易
なものでありません。カメラ利用の場合はブラ
イバシーの問題もあります。また、倒れた状

態をカメラでは見ることができない死角も多く
あります。今回リリースしました活動量無線セ
ンサーはこのような問題を解決します。

サービス付き高齢者向け住宅での見守りサービスでの使用方法
今回リリースした活動量無線センサーは半径
約5ｍの扇型、上下82度、左右94度の範
囲を検知できます。床面も検知できるよう天井
あるいは壁上部に斜めになるよう螺子留めある
いは両面テープでとりつけた場合、常日頃の人
の動きがどの程度活発化か、あるいは人が倒
れた場合の動きの有無も検知できます。まさに
サービス付き高齢者向け住宅での見守りサー
ビスなどにうってつけのセンサーと言えます。

活動量無線センサーは 1 秒毎にPIR セン
サーで人の動きがあるかどうかを検知し60
秒毎に何回検知したかを無線送信します。
EnOceanプロファイルではMSC(ORG) を
使用します。Teach_InメッセージはUTEに
なります ( 参照 DolphinView	Advanced 画
面キャプチャー )。

応用展開
見守りサービス以外に活動量無線センサーの
応用は様々な用途に利用できます。オフィスで
の会議室・廊下・カフェテリアなどにおける
利用状況のモニタリングが可能となりオフィス
マネージメントにも活用できます。また、病院
の受付、フードコートでの混雑状況なども数
値化することができます。トイレへの応用では

人が倒れた状況・異常検知などに使用されて
います。

カメラを使用せず、設置も容易でかつ安価な
活動量無線センサーは画期的な製品と言えま
す。無線テレグラムはEnOceanアライアンス
のプロトコルに準拠しているため、EnOcean

機器間で相互運用互換性があり、EnOcean
対応のゲートウェイでそのまま受信・運用す
ることができます。

http://www.itec-corp.co.jp/

安価かつ配線不要の活動量無線センサー
アイテック株式会社は人がどの程度動いているかどうかを数値化する安価な活動量無線センサーをリ
リースしました。この活動量無線センサーはプライバシー上問題となるカメラを使用しません。また、
配線も不要で容易に人の活動量すなわちライフログデータを取りたい場所に設置可能です。

DolphinView	Advanced のキャプチャー画面
トイレへの設置

ミーティングルームへの設置

無線量活動センサー
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アイテック株式会社では今までに温度・湿度
センサー、照度センサー、二酸化炭素セン
サー、大気圧センサー、開け閉めセンサー、
天井及び壁用人感センサーを販売してきまし
た。最近はこれに活動量センサーを追加し、
さらにエネルギーハーベスティング無線送信
機本体から有線で温度・湿度センサー、コ
ンタクトセンサーを外部に出したタイプのセン
サーの提供を開始しました。

外部センサーのニーズとして、冷蔵庫内、恒
温恒湿槽、乾燥庫の温度あるいは湿度を測定
したいが、無線送信機が庫内や装置内に無線
送信機を設置した場合、外部に設置されてい
る受信機への無線受信強度が著しく低くなる
場合があります。また、無線送信機の動作が
保証されない環境にはセンサーのみを設置す
るような要望に応じて開発したのが外部温度・
湿度センサーです。また、外部コンタクトセン
サーについても、稼動部分へコンタクトセン
サー部分のみを取り付けられる箇所はあるが、
本体の設置が難しい場合があります。また、
無線送信受信状況が良くない環境の場合、コ
ンタクトセンサーのみを稼動部分に取り付け、

無線送信を行う本体は無線環境が良くなる位
置に設置することもできます。今回新しく販
売を開始した外部接続型センサーは通常のオ
フィス条件の他、産業用途にも適用できます。

アイテック株式会社のセンサーは全て
EnOceanアライアンスのプロファイルに準じ
た無線プロトコルになっています。受信機と
してEnOceanアライアンスのプロファイルに

対応しているものであれば新しいセンサーを
追加使用しても受信機側の変更は不要です。
EnOceanアライアンスのプロファイルには相
互運用互換性があるためです。アイテック株
式会社は今後もEnOceanアライアンスに準
じた新しいセンサーの開発を進めていきます。

www.itec.co.jp

エネルギーハーベスティング
無線センサーのラインアップ拡充
“外部接続型温度・湿度及びコンタクトセンサー”
アイテック株式会社は、新しいエネルギーハーベスティング無線センサーとして無線送信機本体から
温度湿度センサーやコンタクトセンサーを外部に出せるタイプのものを販売開始しました。応用用途
としては冷凍庫、ダクト内の温度湿度測定や配管などの表面温度測定結果の無線送信や無線送信本体
から離れた場所にある動作機器や扉などに設置し開閉情報を無線送信することができます。

アイテック株式会社のセンサー一覧
センサー EEP Profi le 仕様概要 写真
温度 A4-02-05 温度	0 度～ 40度 1

温度・湿度 A4-05-03 温度	-20 度～ +60度 ,	湿度	0 ～ 100% 2

照度 A5-06-02/
A5-06-05 照度	0 ～ 510,	0 ～ 1020lx/ 照度	0 ～ 5,100,	0 ～ 10,200lx 3

大気圧 A4-05-01 大気圧	500 ～ 1,500hpas 4

CO2・温度・湿度 A5-09-04 CO2 濃度	0 ～ 2,550ppm,	温度	0 ～ 51℃ ,	湿度	0 ～ 100％ 5

活動量 MSC 検知範囲	半径約 5ｍの扇型 ,	上下 82度 , 左右 94度 6

人感（天井・壁併用設置） A5-07-01 検知範囲	半径約 5ｍの扇型 ,	上下 82度 , 左右 94度 7

人感（天井設置） A5-07-01 検知範囲	3ｍの天井に設置時、半径 6ｍ 8

人感（壁設置） A5-07-01 検知範囲	広角レンズ：＜半径 12ｍ　長距離レンズ：＜半径 30ｍ 9

開け閉め D5-00-01 マグネットコンタクトセンサー 10

CTセンサー D2-32-02 1 ～ 60A,	2 ～ 200A,	2 ～ 600A(AC	50-60Hz) 11

外部温度・湿度 A4-02-05 温度	-20 度～ +120度	湿度	0 ～ 100％ 12

外部コンタクト D5-00-01 マグネットコンタクトセンサー 13

1
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